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を展開し、平成 24 年 3 月には特に「行動特性を決定するゲノム」と「ゲノムが制御する脳機能」に、また、平成
25 年 3 月には特に「脳機能が規定する行動特性」に焦点を絞り、多様な研究を意欲的に展開している研究所内外
の研究者の参加者を得て、最新の研究成果の紹介と活発な議論をおこなった。 
研究実施者 




星英司  (東京都医学総合研究所・前頭葉機能プロジェクト)「行動特性を支配するゲノム基盤と脳機能の解明」 
南部篤  (自然科学研究機構・生理研・生体システム)「行動特性を支配するゲノム基盤と脳機能の解明」 













第 41 回ホミニゼーション研究会「成長と加齢」 
日時：2013 年 3 月 8 日(金)・9 日(土) 










達、ヒトの心や言語の発達という 3 つの側面から、最新の研究成果とレビューを織り交ぜて考えた。 
＜プログラム＞ 
3 月 8 日(金) 
形態学 I 
13:00-13:40 矢野航(朝日大学・歯学部) 
  「ニホンザル頭蓋形態の地域変異は出生前に現れる」 
13:40-14:20 河野礼子(国立科学博物館) 











3 月 9 日(土) 
9:00-9:40 市川寛子(中央大学・文学部) 




  「随伴性に基づく自他認知の発達：構成的・解析的研究」 
形態学 II 
11:15-11:55 田中茂穂(国立健康・栄養研究所) 








開催日：2013 年 2 月 16 日(土)・17 日(日) 











2 月 16 日(土) 
13:00～13:45 澤田晶子(京都大学霊長類研究所) 
「多様なキノコを食べるニホンザル」 
13:45～14:30 布施未恵子(神戸大学農学研究科 篠山フィールドステーション) 
「昆虫の生態を利用した霊長類の昆虫類探索・捕食行動」 










2 月 17 日(日) 
09:00～09:45 揚妻直樹(北海道大学 和歌山研究林) 
「シカをドライブするサルたち」 
09:45～10:30 辻大和(京都大学霊長類研究所) 









日時：2013 年 5 月 13 日(日) 



















6.福島県における森林生態系内の放射性セシウムの分布 長谷川元洋(森林総合研究所)  
7.高線量地帯周辺における野生動物の生態・被曝モニタリング 石田健(東京大学大学院農学生命科学研究科) 
8.パネル討論 座長 織田銑一(日本哺乳類学会会長) 
9.閉会のあいさつ 湯本貴和(野生生物保護学会会長) 
                                          (文責：湯本貴和) 
 
 
「第 8 回犬山比較社会認知シンポジウム」 
日時：2013 年 1 月 12 日(土)・13 日(日) 
場所：京都大学霊長類研究所大会議室(参加人数：約 50 人) 
研究会世話人：友永雅己，林美里，伊村知子，足立幾磨，板倉昭二(文学研究科)，明和政子(教育学研究科) 
＜プログラム＞ 




























































 「犬山比較社会認知シンポジウム」も今回で第 8 回を迎えた。第 3 回までは特定のテーマを設定して開催してき
たが、第 4 回以降は、トピックを限定することなく、認知科学に関する多様な研究領域での最先端の研究の現状に
ついて、多くの研究者が分け隔てなく議論し合う場を構成することを目指してきた。互いに関連するとはいえ、実
験から観察に到る多種多様な方法論から生み出される成果をそれぞれの立場から論じ合う場として、学界において
もある一程度の認知を獲得してきたと自負している。今回も１月の開催となったが、予想以上の参加者にご参集い
ただけた。今回も神経生物学から工学まで多様な研究の成果が報告された。今回は、準備の都合で例年行ってきた
ポスター発表を行わなかった。今後はまた再開したい。 
 
(文責：友永雅己) 
